
導入事例 株式会社飯田

人材難や市場競争激化に先んじて、部門横断型
のRPA活用による業務生産性向上を目指す

（左から）山本 直樹 氏、中田 貴子 氏、加護野 直子 氏、橋本 しのぶ 氏、古川 勇太 氏
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酒類食品卸売業

http://www.iidagroup.co.jp/
　大正12年の創業以来、95年にわたり酒類食品卸売業を中心に多様な事業を展
開し続けている飯田グループ。酒類業界が激変するなかにあって、これまで同
グループでは、変革を前向きに捉え、創意工夫を積み重ねることで、業界に貢
献出来る経営を継続している。同グループが経営理念として掲げる「三方よし
の経営」は、徹底的に工夫し、機能を向上させることにより、顧客の満足を実
現させることを目指すものだ。このような歴史と文化を有する飯田グループで
は、従業員の高齢化と人材確保に苦戦するなか、中核である㈱飯田のリードの
もと、RPAサービスBizRobo!の活用による働き方改革を推し進めている。

- 話を伺った方 -
システム部　兼　BPR推進チーム　リーダー　
山本 直樹 氏

ワイン事業部　業務チーム　兼　BPR推進チーム
中田 貴子 氏

経営企画部　兼　BPR推進チーム
加護野 直子 氏

システム部　BPR推進担当
橋本 しのぶ 氏

システム部　兼　BPR推進チーム
古川 勇太 氏

Highlight

まずは小規模な定形業務からRPA化し、
段階的に部門横断の大規模業務へ

RPA化が自分たちの業務の可視化のきっかけとなり、
意識改革を促す



働き方改革実現のための手段としてRPAに着目導入背景
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5製品を徹底比較し、
多様なアプリケーションに対応できることが大きな決め手に

　　　 を
選んだ理由

直感的なUIや活発なユーザーコミュ
ニティの存在にも魅力を感じた

　選定の対象となったRPA製品は5種
類で半年ほどの月日をかけて評価が
進められた。同じような業務をそれ
ぞれの製品でRPA化するなどしなが
ら、開発のしやすさや自社の環境に
マッチするかどうかという点、コスト

バランスなど、さまざまな角度から検
証していった。
　最終的にBizRobo!を選定した理由を
山本氏はこう語る。「まず1台のサー

バで複数ロボットを同時稼動して集中
管理できるというのは大前提でした。
そして他の製品では自社開発の基幹シ

ステムの画面を扱えないなど画面を認
識しないケースが多かったのですが、
BizRobo!は弊社で使用している多くの
システム画面の認識が可能だったこと
が大きなポイントです。また、感覚的

なUIはとっつきやすく、システム部以
外の人間でもRPAを開発できる可能性
があると感じました。活発なユーザー
コミュニティの存在なども魅力でした
ね」と山本氏は振り返る。

定形業務から創造的な業務へのシフ
トを目指して

　飯田がRPA導入を本格的に検討し始
めたのは2017年に遡る。グループの
従業員一人一人がより生産性高く業
務を遂行できるよう働き方改革を推
し進めていくなかで、それぞれが担
う定形業務を創造的な業務へと振り
向けるためのツールとして着目したの
である。

システム部兼BPR推進チームのリー
ダーとして、部門横断型のRPA活用に
よる業務生産性向上を目指す立場に

ある山本氏はこう話す。「今後、人
口減少とともに食品業界の需要が収
縮していくなかで、どれだけ付加価
値の高いビジネスを創出できるかが競
争力のカギとなってきます。しかしな
がら人材市場は厳しさを増し、従業
員も高齢化して仕事の知識やノウハウ
も属人化が進んでいるのが現実で
す。こうした背景から、いかに人材
を機動的に活用するかが経営課題と
なっており、仕事を標準化、自動化
できるRPAが課題解決に有効だと考え
ました」

山本 直樹 氏
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定型業務から解放され、より自由な
時間の使い方が可能に

デジタルレイバーが担当している業
務はグループ内から集約されているも
のが多く、現時点で既に年換算での
創出効果3,000時間を見込んでいる。
「これからさらに開発を進め、今年
は年間1万時間の創出を目標としてい
ます」と山本氏は強調する。
　業務中における従業員の時間の使
い方についても、自由度の向上が実
感できつつあるという。
「日々の定形業務から解放されたこ

とで、より付加価値の高い業務に力
を注げるという反応はいただいてい
ます。さらに、一度仕事の手順書を
可視化してロボット化する過程で『そ
もそもこの仕事は必要なのか？』と
いう根本的な気付きが得られること
もポイントです。これまでの仕事のや
り方を見直す絶好の機会となってい
ますね」と山本氏は言う。

システム部内の監視業務にしても、
BizRobo!導入により別の仕事へと時
間を振り向けたり、集中して考える
時間が持てたりするようになったと
いう。

デジタルレイバー105体が39業務を担う

2018年に入りBizRobo!の導入を開
始し、5月には実働に至った。現在で
は既に105体のデジタルレイバーが稼
働しており、対象業務は39にも及ん
でいる。代表的なものとしては、経

理部の画面入力（売掛金、支払、集
金日など）や照合業務、システム部の
基幹システムやEDI受注の監視業務、
業務部ではWeb受注の業務補助、営
業事務は営業事務補助作業などが挙
げられる。
「RPA化する業務については、いきな

り規模の大きな業務を対象にするの
ではなく、まずは規模が小さくと
も、繰り返しの回数が多い、時間的
な制約が厳しい、ミスができないと
いった業務を優先しました」と山本
氏は説明する。
　RPAの開発を主に担っているのは、
山本氏率いるBPR推進チームであり、
全員が開発研修を受けた。同氏含め
てメンバー5人中4人が主に属する部
門との兼任である。
「デジタルレイバーにも得手不得手が
あります。すべてを任せるのではな
く、人との協働を含めて、より良い
適用は何か？を考えることを重視し
ています」（山本氏）
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規模は小さくても繰り返しの多い業務などからRPA化対象業務

現時点で年間約3,000時間の創出効果を見込み、
年間1万時間の削減を目指す

導入効果

BPR推進チームのうち4名。（左から） 中田 貴子 氏、古川 勇太 氏、加護野 直子 氏、橋本 しのぶ 氏
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BizRobo!への関わりを通じて意識改
革を促す

　現在のところ小規模な単純業務で
即効性の高いところからRPA化を進め
ているが、今後はより規模の大きな
業務もデジタルレイバーが引き受ける
ようにしていく予定だ。
　山本氏は言う。「本来の目的であ
るBRPの観点からすると、経理と人事

をまたぐなど、部門横断的な規模の
大きな仕事こそ再構築すべきだと考
えます。そのような仕事は数多く存
在しますので、それらに横串を刺し
て効率化していきたいですね」
　そのために、各部署にRPAの窓口を
設けてもらい、まずはそこで自部門
の業務からRPA化すべきものを棚卸し
たうえで、BPR推進チームがデジタル
レイバーを開発していくといった体制

を検討している。
「誰もが自分の仕事にプライドを持っ
ていますので、単に“自動化しましょ
う”ではなく、“より生産性を向上する
ために仕事をどうしていきたいのか”
といった意識改革をBizRobo!を通じ
て促していくことを目指していま
す」（山本氏）
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より大規模な業務をRPA化しBPRを推進していく今後に
ついて

日々、稼働状況を見てデジタルレイバーは“仲間”と認識現場の声

皆からの期待がモチベーションに

　中田氏は、主部門の業務をRPA化し
たことによる部門内の反応について
こう話す。「業務の担当者たちがデ
ジタルレイバーの稼働状況を見える
ようにしたので『ロボが今日も働い
ている！』など、まるで仲間のよう
に接しています。仕事を改善したり

標準化したりする意識も高まってい
ますね」加護野氏も、「昨年の今頃
は手探りでRPAの開発をしていました
が、社内的にも世間的にも今では情
報量が格段に増えましたね」とコメ
ントする。
　そして初の専任としてBPR推進チー
ムに着任したばかりの橋本氏は「勉
強して早く皆に追いつけるようにし

たいですね」と抱負を述べる。古川
氏は、「BPR推進チームに選ばれたこ
とで仕事の負荷が上がった部分もあ
りますが、グループ内の皆から期待
されているという実感が大きなモチ
ベーションにつながっています」と
力強く語った。
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お問い合わせ：オープン株式会社は日本国内で長年にわたりRPA事業を展開し、業界・地域を問わず
その活用ノウハウを提供しています。「ヒトの進化を共創する」ことをミッションに掲げ、
BizRobo!をはじめとするRPA関連製品・サービスの提供により、個性が思う存分活かされ、
楽しむ人たちが躍動する未来の実現に向かっていきます。

BizRobo! 検索

もっと情報を知りたい方は

https://rpa-technologies.com

オープン株式会社　〒105-0003 東京都港区西新橋3-3-1 KDX西新橋ビル3F　BizRobo!事務局：Tel 03-6778-0864

※記載している内容は取材日時点の情報です。


